





















1999 年 2000 年 2001 年 2002 年
永住移民流入数
　合計 646.6 849.8 1,064.3 1,063.7
　資格別
　　直近親族呼寄せ 258.6 347.9 443.0 486.0
　　直近親族以外呼寄せ 216.9 253.3 232.1 187.1
　　就労 56.8 107.0 179.2 175.0
　　難民 42.9 65.9 108.5 126.1
　　多様化プログラム 47.6 50.9 42.0 42.8
　　その他 23.8 24.8 59.5 46.7
　出生地別
　　アジア 199.4 265.4 349.8 342.1
　　中南米 156.5 210.7 248.3 240.0
　　メキシコ 147.6 173.9 206.4 219.4
　　欧州 92.7 132.5 175.4 174.2
　　その他 50.4 67.3 84.4 88.0
非移民ビザ発行数
　　合計 1,106.6 1,256.0 1,380.9 1,288.7
　　学生 268.8 290.2 298.7 238.4
　　短期就労・研修 298.9 355.1 401.8 356.9
　　　専門技能（H-1B） 116.5 133.3 161.6 118.4
　　　農業（H-2B） 28.6 30.2 31.5 31.5
　　　企業内転勤 41.7 55.0 59.4 57.7
　　　その他 112.1 136.6 149.3 149.3
　　その他 538.9 610.7 680.1 693.4
外国生まれの人口
　合計 28,016.9 29,472.5 30,633.9 33,383.4
　　メキシコ 7,249.1 8,072.3 8,494.0 9,900.4
　　フィリピン 1,549.4 1,313.8 1,333.1 1,488.1
　　インド 849.2 1,010.1 1,028.8 1,322.4
　　中国 890.6 898.0 968.2 986.9
　　その他 17,478.6 18,178.3 18,809.8 19,685.6
　出所：OECD Trends in International Migration, SOPEMI 2004  pp.288より作成。
　米国内の労働力に占める外国生まれの労働者の割合も増加しており（図１）、
2005 年にはおよそ 15％を占めるまでになっている。1970 年当時の約３倍にま
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　Source: 1 percent Integrated Public Use Microdata Series (IPUMS), 
　　  　　1970-2000;Current Population Survey March Supplement,2005.

























　図２　米国への合法移民数　1820 年～ 2000 年推移（単位：百万）
　注：年毎の変化はもっと激しくなるが、おおよその全体像が分かるように
　　　10年毎の表示にしてある。
　Source: US Department of Justice Immigration and Naturalization Service,
   　　    Statistical Yearbook of the Immigration and Naturalization Service 2001.
　出所：Migration Policy Institute, Migration Information Source 2006より
　　　　作成。
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　第二の変化は、H-1B ビザ就労者はその多くを IT 関連企業が吸収したこと
である。1990 年代を通じて IT 産業はアメリカ経済の牽引力であり、その成
長を受けてH-1B 認可枠の上限が引き上げられていくこととなる 21。IT 関連企
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　表２　米国における短期就労者数の変化
（単位：千人）
1992 2000 2001 2002 2003
高度熟練労働者
　　専門職（visa H-1B） 35.8 133.3 161.6 118.4 107.2
　　専門職（visa H-2B） … 45.0 58.2 62.6 79.0
　　その他の専門職 3.0 9.3 9.4 8.7 9.0
季節労働者（visa H-2A） 7.2 30.2 31.5 31.5 29.9
企業研修（visa H-3） 1.8 1.5 1.6 1.4 1.4
合計 47.8 219.3 262.4 222.6 226.5
（雇用移民数）＊ （147.0）（107.0）（179.2）（175.0） …
　＊短期ではなく、雇用に基づく永住権を獲得した人数を表す。
　Source: United States Department of State, Bureau of Consular Affairs.









































移民が流入してくる “back door” であるとの批判の一方で、実は高度な技術
を持つ移民はアメリカでの就労がかなわなくなればその技術ゆえに他国での就
労も選択肢になりうるという、いわば “revolving door” になっているという
指摘である 23。
　その “revolving door” を利用して、米国から出身国へ、あるいは他の先進
国へ再度うつっていく移民を “brain circulation” と捉える研究は 1990 年代
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後半から始まっている。Johnson & Rogets（1998）は、「アメリカで働く外
国生まれの科学者やエンジニアの中で、台湾や韓国生まれの人たちは “brain 





best and the brightest” が移民していった結果、出身国での教育コストが回
収されず経済発展にも結びつかない問題現象であった “brain drain” が、も
はやそうした発展途上国から先進諸国への一方的な移動ではなく、逆方向への
























４． “brain circulation” から “win-win circulation” へ-　日本で
　　の可能性

























のような “gate” を設定するかが重要となる。“gate” を設定すればそこを通
過する “ticket”、すなわち有すべき資格・技術は必然的に決まる。米国におい
































































考えるからこそ、移民政策は “zigzag pattern” となる。
　日本が移民政策を考える際に、時間と空間からの視点が必要であると先に













Cornelius, Tsuda, Martin, and Holliﬁeld ( 2004, p.62).







Park and Park (2005, p.11).
駒井（2003）は、「1924 年移民法は、国際的に調達してきた労働力を国内的に調達
する新しい労働移動のレジームを形成した」と述べている。
1982年では 42万５千人であったが、1988年には 60万人、90年には 65万５千人で拡
大された。
移民の要素価格や経済厚生に与える影響についての分析は、たとえば Rivera(1982),、
























“brain circulation” から “win-win circulation” へ
られた。
この “ticket gate” という表現は、ロヨラ・メリーマウント大学、エドワード・パ
ク準教授（Asia Paciﬁc American Studies Program）による。「米国移民政策がし
ばしば close the front door while opening the back doorと表現されてきたが、現
在の米国の状況はどうか」との問いかけに対する返答であった。
1986年には強制退去は３千人未満であったが、1998年には５万５千人、2001年には
17万人を越えた。（Park & Park, 2005, p.58）
Cornelius, Tsuda, Martin, and Holliﬁeld ( 2004, p.52).










































欧州委員会によれば、1991 年から 2000 年の 10 年間に、米国で博士号を取得した欧
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